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「現代の志塾」多摩大学は、ゼミナールを核とする少人数教育に力を入れ「産業社会の問題
解決の最前線に立つ人材を育てる」というミッションの下、国際社会でも、また地域でも、志
を持って夢を実現する学生の輩出を目指している。学生たちは、入学時から卒業時まで続くゼ
ミナール１で必要な素養と能力を身に付けていく。 
このようなゼミナール教育が中心となる経営情報学部に入学した学生にとって、ふさわしい
１年次の英語教育とはどのようなものだろうか。もちろん、産業社会の問題解決を最前線で行
うために必要な英語力を身に付ける、ということが目標になるだろうが、より具体的に言えば、
志の実現のためにビジネス現場を中心とする社会活動の場でその時々のミッションに必要な情
報のやり取り、コミュニケーションを英語で行えるということになると思われる。言い古され
た感もあるが、授業の目標は「英語を話すこと」ではなく「英語で何かを成し遂げられるよう
になること、ゴールまでに必要なプロセスを英語で円滑に行えること」であろう。 
この目標の達成のためには、教室は現実のビジネス現場にはなり得ないので、可能な限りリ
アルで生き生きとしたビジネス・社会活動現場を授業内で再現し「こういう状況に置かれたと
きに必要な英語表現」を教えていくことが一つの方法となろう。実際多くのビジネス英語のテ
キストがその想定に沿って作られており、「こうなったらどう英語で対処しますか」という仮想
現実でのロールプレイやタスクが多用されている。ただ、ここで問題になるのは、教育の方向
性は正しいとしても、学生にとって、特に大学に入学したての１年生にとって、英語授業で想
定されるビジネス現場はまったく体験したことのない「想像の世界」であるということだ。高
校時代にアルバイトは経験しているとしても、実際の会社で正社員としてなんらかの業務に従
事したことがある学生は非常に少ないだろう。 
 
*  多摩大学経営情報学部 School of Management and Information Sciences, Tama University 
 
１ プレゼミナール：１年春学期に行われる大学教育導入ゼミナール 
プレホームゼミナール：１年秋学期に行われるホームゼミナール準備のためのゼミナール 
ホームゼミナール：２年次から卒業時まで継続して行われるゼミナール 
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海外の取引先とメールのやりとりをする、外国人のお客様を接待する、英語で会議・交渉・
プレゼンテーションする、というような状況設定は、将来経験するかもしれないが今の自分に
とっては未経験の想像の世界のできごとである。ほとんどの学生は、そのような状況で使用す
る英語表現に現実感や共感を感じることが難しいため、学習に対する高いゴールやモチベー
ションを持ち得ないのではないかと思われる。 
そこで、学生のモチベーションを高め、何のために英語を学ぶのか、どういう状況に対処す
るために英語を学ぶのか、という目標に対する現実感や共感を持ってもらうために、「ビジネ
ス・社会活動体験の場」そのものを英語の授業活動に導入すべきなのではないかと考えた。ま
た、その体験の場は、近い将来始まる経営情報学部ゼミナール教育のイントロダクションにな
るべきリアルで啓発的な現場であることも心掛けなければならない。１年次の英語教育活動が、
英語学習そのもののモチベーションを高めるものになると同時に、これから４年間、経営情報
学部学生としてゼミナールで学んで行くことのモチベーションの端緒となることを目指した。 
 
上記を踏まえて、１年次の基礎英語科目 English Expression においては下記の４つの点を
特に考慮して、その下に述べるタスクを行った。 
 
① 社会での問題解決、プロジェクト実行、目標達成のための能力と英語力との相乗効果的な
統合を重視する。＝＝どちらが主でどちらが副ということではなく、両者を効果的に統合
して学ぶことによって、一方が他方の理解を深め、一方が他方の力を増幅するような授業
を構築する。 
 
② そのために、ビジネスの場でのリアルな経験を持ち、①で述べた力を身に付けたビジネス
パーソンと、英語教育を専門とする英語教員とがペアになって指導できるタスクを作って
実施する。 
 
③ テキストの中の知識を詰め込み、教員の説明を聞くだけに終わらず、問題解決を伴うプロ
ジェクトを遂行させることによって、何かを実現するために英語を用いるということがど
ういうことであるのかを教員学生一体となって経験・体感する。 
 
④ ①～③を通して、広く世界と地域を見つめるグローカルな視野、情報やアイデアを正しく
理解・発信する力、問題解決に必要な柔軟な思考力の基礎を学生に導入する。 
 
☆タスクその１  
ＢＲサーティーワンアイスクリーム 新フレーバー開発 
  ＢＲサーティーワンアイスクリームフレスポ若葉台店との提携 
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☆タスクその２ 
ものの見方を変えて、新しい視点でアイデアを生み出し、問題解決をどのように 
行っていくかを考えるトレーニング 
  ＢＳ多摩 川村 透事務所との提携 
 
☆タスクその３ 
主に、中国、台湾、韓国から来る旅行客のための魅力あふれる一泊二日東京ツアーを 
企画する。 
  株式会社 小田急トラベル 神奈川外販事業部との提携 
 
 
＜タスクその１について＞ 
授業全体の目的：マーケットリサーチから新製品（アイスクリーム新フレーバー）開発、その 
プレゼンテーションまでの活動を一貫して行い、必要な英語表現を習得する。 
   (以下、会社名ＢＲサーティーワンアイスクリームを３１と略す。) 
 
授業の進行とそれぞれの目的：（１）～（９）まで１コマ９０分授業で６コマ程度 
（１）インターネット上の３１の英語および日本語のホームページを使用し、企業リサーチを
行う。＝＞インターネットによる情報収集方法・企業がホームページにどのような情報
を載せているかを知る。 
（２）３１スタンダードフレーバーのポジショニングマップを作成する。＝＞ポジショニング
マップとは何か─その作成方法と意義、利用法を知る。 
（３）３１フレーバー人気ランキングをリサーチする＝＞消費者に人気の高い製品の調査、そ
こに共通する特徴のリサーチと分析。 
（４）３１アイスクリームフレスポ若葉台店にフィールドワークに行き、気がついた点をフ 
ィールドワーク観察用紙にまとめる。その際店長にインタビューも実施＝＞フィール 
ドワークを体験し、その意義と方法について学ぶ。 
（５）アンケートを作成し、実施。他の英語クラスと合同授業とし、お互いのクラスのメンバー
同士、インタビューをしアンケートに回答する。その結果をグラフにまとめて分析す
る。＝＞アンケートの作成、インタビューの実施、およびその集計作業を学ぶ。 
（６）新フレーバーを提案する。その際はどうしてその新フレーバーを提案するのかを（１） 
～（５）を踏まえて、説得力のある提案とする。 
（７）上記（１）～（６）をパワーポイントのスライドにまとめ、英語プレゼンテーションを 
   行う。＝＞新しいアイデアを考えることとそのプレゼンテーションについて学ぶ。 
（８）成績優秀者は大学内の学生発表会での発表を行う。＝＞自分のプレゼンテーション 
   をクラス内だけでなくある程度パブリックな場で発表する体験をする。 
（９）プレゼンテーションパワーポイントを後日３１若葉台店長、またはアイスクリームの流 
通に従事している社会人の方に見せて批評をもらう。＝＞授業活動を教室の中だけで終
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わらせず、自分のプレゼンテーション（成果）が実際に産業社会で評価される体験をさ
せる。 
 
   ＜タスクその２について＞ 
川村透事務所講師、川村透氏はＢＳ多摩に事務所を置くセミナー講師。企業に勤務したあと
出版翻訳業を起業した経験もある。同氏は、固定的なものの見方から脱して積極的に仕事に励
み、よりよいアイデアを生み出すにはどうしたらいいか、というセミナーをいろいろな企業、
団体で実施している。多摩大学の学生にも、そのような川村氏のユニークなセミナーを体験さ
せ、新しい自分の可能性を発見し、問題解決にはどのような方法があるのか（のイントロダク
ション）を理解してもらうことがこのコラボレーション授業の目的である。 
それと同時に、その準備やフィードバック、総括を英語で行うことにより、多摩大学の英語
授業ならではのユニークな教育効果を狙うものである。加えて同氏は、大企業に勤務した後、
独立し、上記講師としての仕事に加え、出版、翻訳業をみずから立ち上げた経歴を持つ。その
意味でも、起業を目指す多摩大生のロールモデルとなる人物であり、自らの独立体験、そのノ
ウハウを授業で話してもらうと同時に、英語翻訳の実践も学生に示してもらえることで、英語
授業における大きなシナジー効果が期待できる。 
タスクその２には、タスクその１でアイデアに行き詰ってしまった学生を励ますためのフォ
ローアップ授業としての役割もある。将来、新製品開発やイベント企画、販売促進をやりたい
と考えている学生は多く、大部分の学生がタスクその１に興味を持って取り組むが、新しいア
イデアや企画を出してそれを形にしていく作業は実際に行ってみるとそう簡単なものではない。
タスクその１の（６）において、新しいアイデア（新しい製品）を考えることが得意な学生は、
意欲を持って楽しそうにそれなりの結果を出すが、そういうことが不得意な学生は行き詰って
しまい、従来あるものの組み合わせや模倣製品を提案して終わりになってしまうこともある。
前者をより励まし、後者のやる気を失わせないようにするため（自分にはアイデア力がないと
思って却ってやる気をなくしてしまうようなことがないように）川村氏に斬新なアイデアを出
すための発想のヒントや秘訣を語ってもらい、タスクその２がタスクその１のアイデアを改め
て振り返り、改良する機会にもなるように位置づけた。 
 
授業の進行とその目的：（１０）～（１４）まで１コマ９０分授業で２～３コマ程度 
（１０）事前に、学生に今までの失敗談、もし可能ならば、そこから何を学んでどう解決 
    したか、を１００語程度の英文エッセイにまとめさせる。必要ならば日本語でも 
    書かせる。 
（１１）あらかじめ、それを川村氏に読んでもらったあとで、以下の内容のコラボレーシ 
    ョン授業を行う。 
 
  講師川村透氏は、学生の頃吃音に悩み、コンプレックスを持っていた。吃音さえなければもっ
と違った人生が送れるのに、と思い暗い気持ちで積極的になれないでいた。しかし、その後、
それを隠すのではなく、自分の体験を前面に押し出すことによってむしろ注目を浴び、セミナー
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講師として成功を収めることができた。自分の欠点や不利な点と思われることでも、見方を変
えれば必ずしもマイナスではない。一つの現象でも思い込みを捨てて違う角度から見れば、今
まで見えて来なかった新しい側面が見え、斬新なアイデアを思いつくことができる。このこと
を以下の例で具体的に説明する。 
☆ 自分のおなかの前で人差し指を立て、時計回りに回しながら徐々に自分の目線より上に 
手を上げて行くと、いつのまにか反時計回りに自分の手が回っている。不思議に感じるが、
それは最初は見下ろしていた手を最後には下から見上げる（つまり反対から見ること）た
めに生じることである。 
☆ スピニングダンサーのシルエット錯視や老婆と女性のだまし絵は、自分がそれをどう見る
かによってそれが何であるか（何であると認識されるかが）変わってくる。 
☆ わかりにくい高速道路の道路案内板の写真を見せ、見た人の解釈によってその人がすぐ次
の角を左に曲がってしまう場合もあるし、その先の角を左に曲がってしまう場合もある。 
同じ看板でも見る人よって解釈が違ってしまう場合がある。 
☆ 同じコーヒーカップでも、シルエットとして考えると、上から見れば円形に（持ち手の）
小さい四角がついたもの、横から見れば四角に半円形（の持ち手）が付いたもの、自分が
小さくなってカップの中に入り、見上げる状況を考えれば単なる円になる。最後が一番思
い付きにくいがそういう見方を排してはいけない。 
☆ 簡単な手品を実演し、それも肌色のキャップをつけた親指が本当の親指と観客が思い込む
ことによって成立していることを見せる。 
 
このような体験を学生にさせて「ものの見方」について説明した後、実際に以下の課題を提
示。グループで解決策を話し合わせた後に、それぞれのグループで自分たちのアイデアを英語
で発表する。グループ同士お互いのアイデアについても意見を言う。教員も、各グループのア
イデアにコメントするが、最後には下記かっこの中にある実例模範解答を紹介する。 
 
課題１ 
まずいお酒を間違って大量に仕入れてしまいました。あなたならどうしますか。 
（罰ゲームで飲むお酒として売り出す。普通は途方にくれるような状況でも考え方を変えれば
それを解決し、さらに利益も出すことができる。） 
 
課題２ 
夜になると真っ暗になってしまい、ほとんど楽しみもないさびれた温泉街をどう復活させた
らよいでしょうか。（さびれた温泉街が夜真っ暗になってしまうことを逆手に取り、真っ暗な中
提灯行列をする、というイベントを考案したら観光客に人気になった。短所を転じて長所にす
ることができることを強調する。） 
 
課題３ 
山間の過疎地でビジネスを興すにはどういう方法があるでしょうか。 
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（何の価値もなかった木の葉を料理のつまとしてお年寄りたちが宅配で販売し、成功した例を
話す。） 
 
課題４ 
お年寄りを元気にするデイサービス、老人ホームのサービスを何か考えてください。 
（わざとバリアフリーではなくして普段の生活で遭遇する状態を克服してもらうようにする、
お年寄り自身でその日のプログラムを考えてもらう、ホームの中だけで使える通貨でカジノを
開催し、得た通貨をマッサージ代などとして使ってもらう。その結果ホームのお年寄りが生き
生きしてきた。お年寄りは大事に保護していたわるもの、という固定観念にとらわれないでう
まく行った例として話す。） 
 
課題５ 
一玉２０００円のスイカを１０倍の値段で売ってたくさんの利益を出すにはどうしたらよい
でしょうか。そんなことは無理だ、と決めつけず、自由に考えてください。（中東のドバイに輸
出した。スイカ自体は何も変わらないのに売る場所を変えるだけで値段が１０倍になった例と
して話す。） 
 
また英語授業担当教員からは以下の課題を出した。 
課題６ 
駅前や広場の放置自転車をなくすにはどうしたらいいでしょうか。 
ゴミの不法投棄をなくすにはどうしたらいいでしょうか。法律を厳しくする、道徳心に訴える、
見回りを増やす、などの常套手段以外の新しいアイデアを考えてみましょう。 
（放置自転車が置いてあるところに「ご自由にお乗りください」の看板を立てる、不法投棄の
現場に神社の鳥居を模したものを立てる、ロバなどの珍しい動物にポスターや看板を付け、キャ
ンペーンさせて話題にする、などの例を話す。） 
 
（１２）上記と並行して、このコラボレーション授業に関するコメントを英語で書いたものを
宿題として提出させる。 
 
＜タスクその３＞について 
近年多摩大学経営情報学部では、留学生の視点から考える多摩地域の活性化プロジェクト、
韓国、中国、台湾への企業研修旅行、インターンシップ、語学研修などが行われ、アジア経済
の動き（アジアダイナミズム）を見据えた諸活動が行われている。１年次の英語授業において
は、世界、特にアジア市場を意識した、日本人学生にとってもアジアからの留学生にとっても
有益で実践的なタスクを導入する必要があると考えた。ツアー企画は学生にとって興味深い
テーマであると考えられるが、海外（旅行）経験がある学生はクラスの中では少数派なので、
日本人のアジアツアーを企画するのではなく、アジアからの旅行客にどういうツアーを提供す
るか、という企画にした。日本人学生にとっては、単にインターネット上の海外情報を組み合
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わせて海外ツアーを作るよりも、自分が知っている「自分の国の首都東京」を観光地（観光ツ
アー）としてどう楽しんでもらうかを考える方が、より身近でアイデアを出しやすいことが予
想され、提案全体を作り上げる際の共感度が高いと思われるからである。またアジアからの留
学生にとっては、日本の観光産業を研究するよい機会となると同時に、観光客としての視点や
感想を日本人学生とツアー企画に提供できるという利点がある。 
 
（１３）株式会社 小田急トラベル 神奈川外販事業部 山村 純氏を迎え、以下のテーマで 
    の講義を行う。（使用言語は日本語） 
・旅行会社の日々の仕事について 
・日本人旅行客の中国、台湾、韓国旅行の現状と分析 
・中国、台湾、韓国から日本への旅行客の現状と分析 
・小田急トラベルのツアー企画の差別化と特徴 
上記を踏まえて以下の活動に移る。 
 
（１４）日本人学生は、中国、台湾、韓国から来た観光客に提供される一泊二日もしくは日 
帰りツアーにどのようなものがあるかを調べる。このようなツアーは多くの旅行社 
が似通ったツアーを提供していると考えられるので、特にツアーの特徴（他社との 
差別化をはかっている点）、アイデアの優れている点に注目する。 
（１５）この間、留学生たちは、自分たちが観光客だったらどのようなツアーが望ましいか 
についてディスカッションしてその結果をまとめ、観光客目線のニーズを発表する。
これらのニーズは企画するツアーにできる限り反映させる。２ 
（１６）日本人学生有志のサンリオピューロランド見学・フィールドワーク 
（１７）５人程度の（可能であれば日本人学生、留学生を混ぜて）グループを作り東京一泊二
日ツアーを企画してプレゼンテーションを行う。可能な限り自分たちで撮影した写真
を使用する。 
（１８）その際プレゼンテーションのパワーポイントに加えて、旅行パンフレット（フライ 
    ヤー）も制作する。これには効果的な英語ポスターやフライヤーの制作方法、それに
必要な英語表現を学ぶ、という目的もある。 
（１９）山村純氏から講評と評価をもらい、報告会と反省会を行う。 
 
 
 
 
 
------------------------------------------------------------- 
２ これと並行して留学生は「留学生の視点から考える多摩地域の活性化―サンリオピューロランドを中心にー」と題 
  したプロジェクトに別途参加する。さらに、サンリオピューロランドの見学やスタッフへのインタビュー、三井アウ 
トレットパーク南大沢、多摩動物公園、東京ディズニーランドなどの見学を行ってレポートを作成する。 
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まとめ 
 
本稿での活動は、２０１１年度後半から計画が始まったもので実施されてまだ日が浅い。今
後、学生に対するアンケート、効果測定、また各種英語検定試験の点数アップにこれらのアク
ティビティーをどうつなげるか、などについて研究・分析を続け、成果を報告して行きたいと
考えている。授業に出席した学生のようすを見る限り、多くの学生が普段より積極的にタスク
に取り組み、成果を出すためにクラスの友人ともコミュニケーションを多く取ろうと努力して
いた。今回の授業活動は、少なくとも学生に知的な刺激を与え、英語を学ぼうとする意欲を高
めるための重要な場になったと思う。 
 
 次ページ以下に、使用した教材の主要部分を抜粋して掲載する。実際に使用したものは学生
が教材として書き込めるスペースを取ってあるが、本紀要への掲載の都合上そのスペースを小
さくしたり、一部を改編、省略したりした。 
 なお、授業にご協力いただいた、ＢＳ多摩川村透事務所 川村 透氏、小田急トラベルサー
ビス 山村 純氏、教材作成にご協力いただいた多摩大学経営情報学部 豊田裕貴教授に心か
らの謝意を申し述べる。 
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＜資料その１ 授業の導入時に配布する教材＞ 
 
 
学生番号           氏名 
 
まず市場調査から始めましょう。 
１ インターネットで３１アイスクリームの Standard Flavor （いつも店に置いてある定番のフ
レーバー）にどんなものがあるかを調べる。ＰＣにファイルとして保存してもかまいません。 
 
２ 次に（原則）スタンダードフレーバーの人気ランキングを調べる。 
 
３ ポジショニングマップを作成する。 
 31 アイスクリームスタンダードフレーバーのポジショニングマップを作成し、フレーバーの
全体像を観察します。軸は、味のさっぱりとこってり、見た目の単色とカラフルにしてみましょ
う。また３１アイスクリームの会社の経営方針、経営戦略、特徴的な販売促進活動、広告など、
リサーチしている間に気がついたことはすべてメモしてください。あとから思わぬ部分が新フ
レーバー開発のヒントになるかもしれません。 
以下に多摩大学豊田裕貴先生のポジショニングマップを例として挙げます。 
 
 
 
 
DAKARA
アミノサプリ
ポカリスエットアクエリアス
アミノバリュー
SuperH2o
激流
燃焼系アミノ
式
0
20
40
60
80
100
120
0 50 100 150 200 250
肌
に
良
い
疲れを取る
相関：
English Expression  
３１アイスクリーム新フレーバー開発プロジェクト 
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＜資料その２：以下に授業で学生が作成したアンケートを掲載する。どのような項目が必要か
学生に上げてもらい、それをグループワークで英訳させた。＞ 
Market research ～ Ice cream questionnaire 
31 アイスクリーム用 
1   What ice cream flavor do you like most? 
    Vanilla  Strawberry  Chocolate  Mocha  Green tea  Other 
 
2   What ice cream flavor of Baskin Robbins (31 Ice Cream) do you like most? 
 
3   Where do you usually buy ice cream? 
    Department store  Supermarket  Convenience store  Ice cream shop 
Confectionery store Other 
 
4   How often do you buy ice cream a month? 
    Once  A few times    5~10 times     More than 10 times    More than 20 times  
 
5   How often do you buy 31 ice cream a month? 
Once  A few times    5~10 times     More than 10 times    More than 20 times  
 
6   When do you usually eat ice cream? 
    In the morning   Lunchtime    About 3:00    Late afternoon   Dinner time 
Before going to bed 
 
DAKARA
アミノサプリ
ポカリスエットアクエリアス
アミノバリュー
SuperH2o
激流
燃焼系アミノ
式
0
20
40
60
80
100
120
0 20 40 60 80
肌
に
良
い
頭にいい
相関：
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7   How much can you pay for a cup of ice cream? 
    Less than ¥100     ¥100~200     ¥200~300    ¥300~400    More than ¥400 
 
8   What kind of container do you like most for ice cream? 
    Big cup      Small cup      Corn      Waffle      Other 
 
9   Which ice cream company do you like most except Baskin Robbins? 
    Morinaga   Meiji   Haagen-dazs    Lotte   Akagi Nyugyo  Ezaki Glico  
Other 
  
10  What comes first when you buy ice cream? 
    Flavor (taste)   Company   Price  Quality   Size  Container  Shop    
Ingredient  Calorie   Sales incentive 
 
 
＜資料その３：学生がフィールドワークに行った際に観察したことを記録するための用紙。こ
の結果を新商品開発に反映させる。教員作成＞ 
 
Student No.                        Name 
 
３１アイスクリームフィールドワーク 観察メモ  
以下の点に関してお店を観察し、気づいたことをメモ書きでいいので書き入れ、現地で教員に 
提出してください。 
 
１ お店内部の看板や飾りで天井に取り付けられたり吊るされているもの＝見上げるタイプ＝
について 
２ お店内部の飾りやチラシ、小物で、陳列ケースやテーブルの上に置いてあるもの 
３ テーマカラー（お店でよく使われている色）や店内部のインテリアデザイン全般 
４ 販売員の接客やその他サービスについて気づいたこと 
５ 子供客に対する気遣いやお客様とのコミュニケーションを心掛けている点 
６ その他気づいたこと、また、わたしだったらこうするのに、と思ったことがあったら書い
てください 
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＜資料その４：プレゼンテーションの作成に入ったときの指示教材＞ 
 
３１アイスクリーム 新フレーバー提案  
Presentation PowerPoint スライド作成手順 
 
１枚目のスライド（表紙） 
 パワーポイントを立ち上げて上部バーのデザインのタブをクリックし、今回のプレゼンテー
ションにふさわしいと思われるデザインを選びます。「ふさわしい」というのは、３１アイスク
リームを連想させるポップな感じを選ぶとか、自分が提案しようと思う新しいフレーバーがイ
チゴ味だった場合にはピンク色にする、などです。ただし、現時点ではどんな新フレーバーに
するかは未定ですし、後から変更することもできますから「このあたりだろう」というものを
選んでかまいません。表紙には Our New Flavor for 2012 と入れて、自分の名前をローマ字
で入れます。 
 
２枚目のスライド 
インターネットその他で調べた３１アイスクリームの 会社の歴史（沿革）、方針、資本金、売
上、従業員数や支店数など、重要と思われる会社の情報を２枚目のスライドにまとめます。上
記以外の会社の特色や特徴なども適宜盛り込みましょう。 
 
３枚目のスライド 
３１アイスクリームの販売促進や戦略についてまとめましょう。どんなＣＭ、キャンペーン、
イベント、アイデアなどがありますか。 
 
４枚目のスライド 
現在の３１アイスクリームのスタンダードフレーバーを４枚目のスライドで紹介します。その
とき上手にビジュアル（写真）を入れます。 
 
５枚目のスライド 
以前リサーチした３１アイスクリーム人気ランキングを提示します。 
 
６枚目のスライド 
以前授業で提出した、スタンダードフレーバーの分類・ポジショニングマップを提示します。 
 
７枚目のスライド 
アンケート結果を円グラフにまとめ、そこから読み取れる傾向を書き出します。 
授業で説明した円グラフに関連した英語表現を用いるとよいでしょう。 
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８枚目のスライド 
１枚目から７枚目までのスライドをよく観察し、自分の新フレーバーの提案を行います。 
基本的には、ランキングやアンケートで人気が高いフレーバーを用いながらも、既存のフレー
バーでまた発売されていない部分を狙います。以下の要素を決めて可能な限りビジュアルを
作ってください。 
☆ネーミング 
☆フレーバー（の説明＝どうして今回このフレーバーを提案したかを、論理的に説明） 
☆工夫した点 
☆販売促進方法 
☆その他の発売に関係するアイデア 
 
 
＜資料その５：授業風景＞ 
 
学生同志のアンケート             ３１アイスクリームフィールドワーク 
        
 
 
 
 
 
 
 
フィールドワーク観察用紙記入風景 
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＜資料その６：本稿での授業を多摩大学経営情報学部、ニュースリリースとして多摩大学ホー
ムページに下記のように掲載した。＞ 
 
経営情報学部 English Expression の授業にて、 
ＢＳ多摩 川村透事務所とのコラボレーション授業を実施 
2012 年 7 月 4 日、「英語授業を通して、自分の可能性を広げるものの見方に気づき、柔軟なアイデアを生み出
す力、社会での問題解決力を身に付ける」をテーマにＢＳ多摩、川村透氏と多摩大学 English Expression とのコ
ラボレーション授業が行われました。社会の第一線で活躍する起業に成功した講師と英語授業とのコラボレー
ションは、地域と世界に目を向けるグローカル人材育成を目指す多摩大学の新しい挑戦であり、教室の中の活
動とテキストだけでは終わらない魅力的な多摩大学の外国語コミュニケーション授業の一つです。 
 
           
 
           
 
川村透事務所は、「見方を変えて人の可能性を引き出す」ことをモットーに、企業や組織向け講演、研修、コンサ
ルティングを行っています。2000年から「ものの見方」の大切さを広める活動をはじめ、全国各地にそのメッセー
ジを届けています。講師川村透氏は自らの吃音のハンディをプラスに変えた経験から、どんなピンチもチャンス
に変えることができる思考法について講演や研修をしています。その思考法はビジネスや教育の現場からも好
評。「新しい視点を得ることができた」「悲観していた状況をプラスに変えられそう」との多くの声が寄せられてい
ます。また、執筆、翻訳も手がけており、著書に「答えはいつも、自分の枠の外にある」（ダイヤモンド社）、訳書
に「残念な人の仕事の中身」（大和書房）などがあります。 
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